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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　締付部材を他の部材に対して締付けまたは緩めるのに使用するスパナであって、
　前記締付部材の外周に係脱可能に係合される大きさの内径を有するリング部及び前記リ
ング部に該リング部の外周に一体に連設されたハンドル部を有するスパナ本体と、
　コロ状を呈する複数のくさび部材と、
　前記リング部の内側に該リング部の内周回りに移動可能に設けられ、前記リング部の周
方向に適宜間隔をおいて配置された前記各くさび部材を回転可能に保持し、前記リング部
の内周に対応する径の円筒状を呈し、且つ肉厚寸法は前記コロ状くさび部材の直径より小
さく形成されたリテーナと、
　前記リング部の内周面に該リング部の周方向に沿い前記くさび部材の配列間隔に対応し
て形成され、かつ前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間でフリー状態に保持する
遊び領域と前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間に喰い込み状態に保持する左右
のくさび領域を前記遊び領域を中心にして前記リング部の周方向に延在して有するくさび
案内溝と、
　前記くさび部材を含むリテーナがリング部から脱落しないように保持するためのリング
状の蓋部材と、
　前記ハンドル部の前記リング部との連設箇所にピンにより水平方向に揺動可能に設けら
れ、前記くさび部材が前記くさび案内溝の遊び領域と左右のくさび領域のいずれか１つと
相対向する位置に切り替えられるように前記リテーナを操作する切替レバーとを備え、
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　前記切替レバーの一端は前記リング部を貫通して前記リテーナに連結され、
　前記切替レバーの他端には、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊び領域と相対向す
る位置、及び前記くさび部材が前記左右のくさび領域と相対向する位置にそれぞれ位置決
めする位置決め機構が設けられている、
　ことを特徴とするスパナ。
【請求項２】
前記位置決め機構は、前記切替レバーの他端に装着された鋼球と、この鋼球を前記ハンド
ル部に対し圧接する方向に付勢するばね部材と、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊
び領域と相対向する位置及び前記くさび部材が前記くさび領域と相対向する位置に位置決
めできるように前記ハンドル部にそれぞれ設けられ、かつ前記鋼球が係脱される係合孔と
を有するクリックストップ機構から構成されていることを特徴とする請求項１記載のスパ
ナ。
【請求項３】
　円筒穴を有する締付部材を他の部材に対して締付けまたは緩めるのに使用するスパナで
あって、
　前記締付部材の円筒穴に挿入される円柱体及び前記円柱体に連設されたハンドル部を有
するスパナ本体と、
　コロ状を呈する複数のくさび部材と、
　前記円柱体の外周に該円柱体の外周回りに移動可能に設けられ、前記円柱体の周方向に
適宜間隔をおいて前記円柱体の環状支持部に配置された前記各くさび部材を回転可能に保
持し、円柱体の外周に対応する内径を有するとともに締付部材の円筒穴の内径に対応する
外形を有する円筒状を呈し、且つ肉厚寸法は前記くさび部材の直径より小さく形成された
リテーナと、
　前記円柱体の外周面に該円柱体の周方向に沿い前記くさび部材の配列間隔に対応して形
成され、かつ前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間でフリー状態に保持する遊び
領域と前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間に喰い込み状態に保持する左右のく
さび領域を前記遊び領域を中心にして前記円柱体の周方向に延在して有するくさび案内溝
と、
　前記ハンドル部の前記円柱状基部に近接する箇所にピンにより水平方向に揺動可能に設
けられ、前記くさび部材が前記くさび案内溝の遊び領域と前記左右のびくさび領域のいず
れか１つと相対向する位置に切り替えられるように前記リテーナを操作する切替レバーと
を備え、
　前記切替レバーの一端は前記リテーナに連結され、
　前記切替レバーの他端には、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊び領域と相対向す
る位置、及び前記くさび部材が前記左右のくさび領域と相対向する位置にそれぞれ位置決
めする位置決め機構が設けられている、
　ことを特徴とするスパナ。
【請求項４】
　前記位置決め機構は、前記切替レバーの他端に装着された鋼球と、この鋼球を前記ハン
ドル部に対し圧接する方向に付勢するばね部材と、前記リテーナを前記くさび部材が前記
遊び領域と相対向する位置及び前記くさび部材が前記くさび領域と相対向する位置に位置
決めできるように前記ハンドル部にそれぞれ設けられ、かつ前記鋼球が係脱される係合孔
とを有するクリックストップ機構から構成されていることを特徴とする請求項３記載のス
パナ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ボルトやナット、工具ホルダの締付筒などの締付部材を締付け、緩めるのに
使用されるスパナに関し、特にスパナ本体に締付部材の外周に係合されるリング部を設け
、このリング部の内周面に該内周面と締付部材の外周面との間に喰い込むくさび部材が配
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置されてなるスパナに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　ボルトやナットまたは工具ホルダ用締付筒などの締付部材は、それ自体が締付けまたは
緩め方向に回転できるように構成され、そして、これら締付部材の締付けまたは緩め操作
は、締付部材の外周に係合したスパナを締付け方向または緩め方向に回転することにより
行われるようになっている。
【０００３】
　従来、このようなスパナとしては、例えば、特許第３１５５８８８号公報に示すものが
知られている。
　図１及び図２は、このような従来におけるスパナの一例を示すものである。この図１及
び図２に示すスパナ１は、締付部材２の外周に係脱可能に係合される大きさの径のリング
部３ａ及びこのリング部３ａに一体的に連設したハンドル部３ｂを有するスパナ本体３と
、リング部３ａの内周に周方向に沿い適宜間隔をおいて配設された複数のコロ状くさび部
材４と、リング部３ａの内周面に周方向に延在して形成され、くさび部材４を別々に遊動
可能に収容する溝５とを備える。
【０００４】
　上記各溝５は、図２に示すように、比較的深い溝である遊び領域５ａと、この遊び領域
５ａの両側に位置し、かつ遊び領域５ａよりも浅いくさび領域５ｂとから構成されている
。また、リング部３ａにはそれぞれのくさび案内溝５に対応してバネ収容部６が形成され
、このバネ収容部６と溝５との間を区画する隔壁６ａの遊び領域５ａと対向する箇所には
ガイド穴７が形成され、このガイド穴７には円柱部材８が溝５側へ出没可能に遊嵌されて
いる。また、上記バネ収容部６内には、円柱部材８をくさび案内溝５側へ突出するように
付勢する板ばね９が装着されている。このため、スパナ１のリング部３ａが締付部材２に
係合される前のくさび部材４は、図２の実線に示すように、円柱部材８に押圧されて左右
いずれかのくさび領域５ｂに位置している。
【０００５】
　このように構成された従来のスパナ１において、このスパナ１を用いて締付部材２を締
付ける場合は、スパナ１のリング部３ａを締付部材２に係合した状態で、スパナ１をリン
グ部３ａごと図２の矢印Ａ方向に回転させる。これに伴い、くさび部材４が図２の実線に
示すように右側のくさび領域５ｂに押し込まれ、くさび領域５ｂの壁面と締付部材２の外
周面との間にくさび部材４が喰い込むことで、スパナ１と締付部材２は一体化される。こ
のため、スパナ１を同一方向に回転操作すれば、締付部材２は締付けられることになる。
【０００６】
　また、スパナ１を用いて締付部材２を緩める場合は、スパナ１のリング部３ａを締付部
材２に係合した状態で、スパナ１をリング部３ａごと図２の矢印Ｂ方向に回転させる。こ
れに伴い、くさび部材４が図２の仮想線に示すように左側のくさび領域５ｂに押し込まれ
、くさび領域５ｂの壁面と締付部材２の外周面との間にくさび部材４が喰い込むことで、
スパナ１と締付部材２は一体化される。このため、スパナ１を同一方向に回転操作すれば
、締付部材２は緩められることになる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、このような従来のスパナ１において、スパナ本体３のリング部３ａが締
付部材２に係合されない状態では、くさび部材４は、図２の実線に示すように、板ばね９
と円柱部材８により押圧されて左右いずれかのくさび領域５ｂに位置され、しかも、その
一部がリング部３ａの内周面から外方へ突出した状態におかれるため、スパナ本体３のリ
ング部３ａを締付部材２に係合しようとする時、上記突出したくさび部材４の部分が邪魔
になって、締付部材２へのリング部３ａの係合がスムーズにできない。
【０００８】
　また、従来のスパナ１では、溝５内でのくさび部材４は板ばね９と円柱部材８によって
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左右いずれか一方のくさび領域５ｂに常に抑制される構造になっているため、溝５内にお
いて一方のくさび領域５ｂから他方のくさび領域５ｂへのくさび部材４の移動がスムーズ
にできず、不安定であるほか、各くさび部材４が左右いずれか一方のくさび領域５ｂに揃
った状態に位置されているとは限らず、くさび部材４が左及び右の両方のくさび領域５ｂ
に位置される場合がある。このような場合には、一部のくさび部材４が作用しなくなって
締付部材２の締付け及び緩め作業に支障を来たし、くさび部材４を左右いずれか一方のく
さび領域５ｂに位置されるように位置修正する必要があるほか、締付部材２の締付け及び
緩めの作業能率を低下させるという問題があった。
【０００９】
　本発明は、上記のような従来の問題を解決するためになされたもので、くさび部材の遊
び領域とくさび領域への切り替え操作を可能にし、併せて、締付部材に対する締付け、緩
めの作業性を容易にしたスパナを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、締付部材を他の部材に対して締付けまた
は緩めるのに使用するスパナであって、前記締付部材の外周に係脱可能に係合される大き
さの内径を有するリング部及び前記リング部に該リング部の外周に一体に連設されたハン
ドル部を有するスパナ本体と、コロ状を呈する複数のくさび部材と、前記リング部の内側
に該リング部の内周回りに移動可能に設けられ、前記リング部の周方向に適宜間隔をおい
て配置された前記各くさび部材を回転可能に保持し、前記リング部の内周に対応する径の
円筒状を呈し、且つ肉厚寸法は前記コロ状くさび部材の直径より小さく形成されたリテー
ナと、前記リング部の内周面に該リング部の周方向に沿い前記くさび部材の配列間隔に対
応して形成され、かつ前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間でフリー状態に保持
する遊び領域と前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間に喰い込み状態に保持する
左右のくさび領域を前記遊び領域を中心にして前記リング部の周方向に延在して有するく
さび案内溝と、前記くさび部材を含むリテーナがリング部から脱落しないように保持する
ためのリング状の蓋部材と、前記ハンドル部の前記リング部との連設箇所にピンにより水
平方向に揺動可能に設けられ、前記くさび部材が前記くさび案内溝の遊び領域と左右のく
さび領域のいずれか１つと相対向する位置に切り替えられるように前記リテーナを操作す
る切替レバーとを備え、前記切替レバーの一端は前記リング部を貫通して前記リテーナに
連結され、前記切替レバーの他端には、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊び領域と
相対向する位置、及び前記くさび部材が前記左右のくさび領域と相対向する位置にそれぞ
れ位置決めする位置決め機構が設けられていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項２の発明は、請求項１記載のスパナにおいて、前記位置決め機構は、前記切替レ
バーの他端に装着された鋼球と、この鋼球を前記ハンドル部に対し圧接する方向に付勢す
るばね部材と、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊び領域と相対向する位置及び前記
くさび部材が前記くさび領域と相対向する位置に位置決めできるように前記ハンドル部に
それぞれ設けられ、かつ前記鋼球が係脱される係合孔とを有するクリックストップ機構か
ら構成されていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項３の発明は、円筒穴を有する締付部材を他の部材に対して締付けまたは緩めるの
に使用するスパナであって、前記締付部材の円筒穴に挿入される円柱体及び前記円柱体に
連設されたハンドル部を有するスパナ本体と、コロ状を呈する複数のくさび部材と、前記
円柱体の外周に該円柱体の外周回りに移動可能に設けられ、前記円柱体の周方向に適宜間
隔をおいて前記円柱体の環状支持部に配置された前記各くさび部材を回転可能に保持し、
円柱体の外周に対応する内径を有するとともに締付部材の円筒穴の内径に対応する外形を
有する円筒状を呈し、且つ肉厚寸法は前記くさび部材の直径より小さく形成されたリテー
ナと、前記円柱体の外周面に該円柱体の周方向に沿い前記くさび部材の配列間隔に対応し
て形成され、かつ前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間でフリー状態に保持する
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遊び領域と前記くさび部材を前記締付部材の外周面との間に喰い込み状態に保持する左右
のくさび領域を前記遊び領域を中心にして前記円柱体の周方向に延在して有するくさび案
内溝と、前記ハンドル部の前記円柱状基部に近接する箇所にピンにより水平方向に揺動可
能に設けられ、前記くさび部材が前記くさび案内溝の遊び領域と前記左右のびくさび領域
のいずれか１つと相対向する位置に切り替えられるように前記リテーナを操作する切替レ
バー手段とを備え、前記切替レバーの一端は前記リテーナに連結され、前記切替レバーの
他端には、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊び領域と相対向する位置、及び前記く
さび部材が前記左右のくさび領域と相対向する位置にそれぞれ位置決めする位置決め機構
が設けられていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４の発明は、請求項３記載のスパナにおいて、前記位置決め機構は、前記切替レ
バーの他端に装着された鋼球と、この鋼球を前記ハンドル部に対し圧接する方向に付勢す
るばね部材と、前記リテーナを前記くさび部材が前記遊び領域と相対向する位置及び前記
くさび部材が前記くさび領域と相対向する位置に位置決めできるように前記ハンドル部に
それぞれ設けられ、かつ前記鋼球が係脱される係合孔とを有するクリックストップ機構か
ら構成されていることを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
　図３は本発明にかかるスパナの一実施の形態を示す全体の平面図、図４は本発明の一実
施の形態におけるスパナの分解斜視図、図５は図３の５－５線に沿う拡大断面図、図６は
本発明の実施の形態におけるスパナのくさび部材とリテーナとの関係を示す拡大断面図、
図７（Ａ）～（Ｃ）は本発明の実施の形態におけるスパナのくさび部材とくさび案内溝と
の関係を示す動作説明用の拡大断面図である。
【００１５】
　図３及び図４に示すスパナ１０は、例えば工具ホルダの締付筒のような締付部材２（図
３参照）を締付けまたは緩めるのに使用されるもので、スパナ本体１１と、くさび部材１
２と、リテーナ１３と、くさび案内溝１４と、切替手段１５とを備える。
　上記スパナ本体１１は、締付部材２の外周に係脱可能に係合される大きさの内径を有す
るリング部１１１とこのリング部１１１の外周に一体に連設されたハンドル部１１２とを
有している。
　上記くさび部材１２は、図３～図７に示すように、スパナ本体１１のリング部１１１を
締付部材２の外周に係合して締付部材２を締めまたは緩め操作する時にリング部１１１の
内周面と締付部材２の外周面との間に喰い込ませて両者を結合するためのもので、コロ状
を呈している。
【００１６】
　上記リテーナ１３は、上記くさび部材１２をリング部１１１の内周面に沿って等間隔に
保持するためのもので、リング部１１１の内側にリング部１１１の内周回りに回転可能に
設けられている。１７はくさび部材１２を含むリテーナ１３がリング部１１１から脱落し
ないように保持するためのリング状の蓋部材であり、この蓋部材１７はリング部１１１の
一端側の縁部に設けた段部１１１ａに嵌合され、止めネジ１８によりリング部１１１に固
定されている。
【００１７】
　更に詳しくは、上記リテーナ１３は、図３～図６に示すように、リング部１１１の内周
に対応する径の円筒状を呈し、このリテーナ１３の肉厚寸法はコロ状くさび部材１２の直
径より小さく形成されている。また、リテーナ１３には、くさび部材１２を収容する、リ
テーナ１３の軸線と平行な長穴１３１がリテーナ１３の周方向に適宜の間隔、例えば３０
度の間隔で１２等分された箇所のうちの１１箇所に形成され、この各長穴１３１には、図
６及び図７に示すように、くさび部材１２がその軸回りに回転できるように遊動可能に保
持されているとともに、この長穴１３１の両端には、くさび部材１２の両端に設けた小径
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ボス部１２１が遊動可能に係止してくさび部材１２がリテーナ１３の内周側へ脱落するの
を防止する係止溝１３２が形成されている。また、上記１２等分された箇所の残りの１箇
所には切替手段１５が連結される係合部１３３が形成されている。
【００１８】
　上記くさび案内溝１４は、上記くさび部材１２を締付部材２の外周面との間でフリー状
態に保持するとともにくさび部材１２を締付部材２の外周面との間に喰い込み状態に保持
するためのもので、このくさび案内溝１４は、上記リング部１１１の内周面にリング部１
１１の周方向に沿いくさび部材１２の配列間隔に対応して形成されている。
　また、このくさび案内溝１４は、図７に示すように、くさび部材１２を締付部材２の外
周面との間でフリー状態に保持する遊び領域１４１と、この遊び領域１４１を中心にして
、遊び領域１４１のリング部１１１の周方向の両側に延在して設けられ、くさび部材１２
を締付部材２の外周面との間に喰い込み状態に保持する左右のくさび領域１４２、１４３
を有している。
【００１９】
　上記切替手段１５は、くさび部材１２がくさび案内溝１４の遊び領域１４１と左右のく
さび領域１４２、１４３のいずれかと相対向する位置に切り替えられるように上記リテー
ナ１３を操作するものである。
　この切替手段１５は、図４及び図５に示すように、ハンドル部１１２のリング部１１１
との連設箇所にピン１５１により水平方向に揺動可能に設けられた切替レバー１５２を備
え、この切替レバー１５２の一端１５２ａはリング部１１１を貫通して上記リテーナ１３
に設けた係合部１３３に連結されている。また、切替レバー１５２の他端部１５２ｂには
、リテーナ１３をくさび部材１２が遊び領域１４１と相対向する位置、及びくさび部材１
２が左右のくさび領域１４２、１４３と相対向する位置にそれぞれ位置決めする位置決め
機構１６が設けられている。
【００２０】
　上記位置決め機構１６は、図４及び図５に示すように、スパナ本体１１のハンドル部１
１２と対向する切替レバー１５２の他端部１５２ｂに設けためくら孔１６１内に移動可能
に装着された鋼球１６２と、めくら孔１６１内に挿着され鋼球１６２をハンドル部１１２
に対し圧接する方向に付勢するばね部材１６３と、リテーナ１３をくさび部材１２が遊び
領域１４１と相対向する位置及びくさび部材１２が左右のくさび領域１４２、１４３と相
対向する位置に位置決めできるようにハンドル部１１２の表面に所定の間隔をおいてそれ
ぞれ設けられ、かつ鋼球１６２が係脱される３つの係合孔１６４ａ～１６４ｃとからなる
クリックストップ機構から構成されている。
【００２１】
　上記係合孔１６４ａ～１６４ｃのうち、係合孔１６４ａはくさび部材１２が遊び領域１
４１と相対向するようにリテーナ１３を中立位置Ｎに位置決めするものであり、係合孔１
６４ｂはくさび部材１２が左側のくさび領域１４２と相対向するようにリテーナ１３を締
付け位置Ｌに位置決めするものであり、また、係合孔１６４ｃはくさび部材１２が右側の
くさび領域１４３と相対向するようにリテーナ１３を緩め位置ＵＬに位置決めするもので
ある。
【００２２】
　次に、このように構成されたスパナ１０の動作について説明する。
　締付部材２の締付けに際しては、まず、図７（Ａ）に示すように、切替手段１５の切替
レバー１５２を中立位置Ｎに回動操作して、位置決め機構１６の鋼球１６２を係合孔１６
４ａに係合させる。この状態では、リテーナ１３に保持された各くさび部材１２はくさび
案内溝１４の遊び領域１４１と相対向されるため、フリー状態におかれる。
　次いで、かかる状態にあるスパナ本体１１のリング部１１１を締付部材２に係合した後
、切替手段１５の切替レバー１５２を図７（Ｂ）に示す締付け位置Ｌに回動操作する。こ
れに伴い、リテーナ１３に保持された各くさび部材１２はくさび案内溝１４の左側のくさ
び領域１４２と相対向されるため、スパナ本体１１を図７（Ｂ）の矢印Ａ方向（時計回り
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方向）に回転させれば、各くさび部材１２が左側のくさび領域１４２の壁面と締付部材２
の外周面との間に喰い込む。これにより、スパナ本体１１のリング部１１１と締付部材２
とは一体化されるため、スパナ１０を矢印Ａ方向に回転操作すれば、締付部材２を締付け
ることができる。
【００２３】
　また、締付部材２の締付けが完了した後にスパナ１０を締付部材２から取り外す場合は
、スパナ本体１１を図７（Ｂ）の矢印Ａと逆の方向に僅かに回転させることにより、くさ
び部材１２のくさび領域１４２の壁面と締付部材２の外周面への喰い込みを解除すればよ
い。これにより、スパナ１０を締付部材２から容易に取り外すことができる。
　なお、上記くさび部材１２のくさび領域１４２の壁面と締付部材２の外周面への喰い込
みを解除した後、切替手段１５の切替レバー１５２を中立位置Ｎに回動操作すれば、スパ
ナ１０の締付部材２からの取り外しは更に簡便になる。
【００２４】
　また、締付部材２を緩める場合は、上記締付部材２の締め付け時と同様に、切替手段１
５の切替レバー１５２を中立位置Ｎに回動操作して、位置決め機構１６の鋼球１６２を係
合孔１６４ａに係合させ、リテーナ１３に保持された各くさび部材１２をくさび案内溝１
４の遊び領域１４１と相対向させて、フリー状態におく。
　次いで、かかる状態のスパナ本体１１のリング部１１１を締付部材２に係合した後、切
替手段１５の切替レバー１５２を図７（Ｃ）に示す緩め位置ＵＬに回動操作する。これに
伴い、リテーナ１３に保持された各くさび部材１２はくさび案内溝１４の右側のくさび領
域１４３と相対向されるため、スパナ本体１１を図７（Ｃ）の矢印Ｂ方向（反時計回り方
向）に回転させれば、各くさび部材１２が右側のくさび領域１４３の壁面と締付部材２の
外周面との間に喰い込み、スパナ本体１１のリング部１１１と締付部材２とは一体化され
る。したがって、スパナ１０を矢印Ｂ方向に回転操作すれば、締付部材２を緩めることが
できる。
【００２５】
　また、締付部材２の緩め操作が完了した後にスパナ１０を締付部材２から取り外す場合
は、スパナ本体１１を図７（Ｃ）の矢印Ｂと逆の方向に僅かに回転させることにより、く
さび部材１２のくさび領域１４３の壁面と締付部材２の外周面への喰い込みを解除すれば
よい。これにより、スパナ１０を締付部材２から容易に取り外すことができる。
　なお、上記くさび部材１２のくさび領域１４３の壁面と締付部材２の外周面への喰い込
みを解除した後、切替手段１５の切替レバー１５２を中立位置Ｎに回動操作すれば、スパ
ナ１０の締付部材２からの取り外しは更に簡便になる。
【００２６】
　このような本実施の形態によるスパナ１０によれば、リング部１１１の周方向に配列さ
れた複数のくさび部材１２を保持するリテーナ１３をリング部１１１の内周にその周回り
に回転可能に設け、リング部１１１の内周面に、くさび部材１２を締付部材２の外周面と
の間でフリー状態に保持する遊び領域１４１とくさび部材１２を締付部材２の外周面との
間に喰い込み状態に保持する左右のくさび領域１４２、１４３とを有するくさび案内溝１
４をくさび部材１２の配列間隔に対応して形成し、そして、スパナ本体１１にリテーナ１
３を操作する切替手段１５を設け、この切替手段１５によりリテーナ１３を、くさび部材
１２がくさび案内溝１４の遊び領域１４１と左右のくさび領域１４２、１４３のいずれか
と相対向する位置に切り替え可能に構成したので、くさび部材１２を遊び領域１４１と相
対向する位置、及び左右のくさび領域１４２、１４３と相対向する位置に確実にかつ安定
して位置決めすることができるとともに、全てのくさび部材１２を同時にフリー状態及び
喰い込み状態に安定して保持できる。このため、スパナ１０による締付部材２の締付け及
び緩めを支障なく行うことができるとともに、締付部材２の締付け及び緩めの作業性が容
易になり、作業能率も向上できる。
【００２７】
　また、この実施の形態によれば、切替手段１５はクリックストップ構成の位置決め機構



(8) JP 4157334 B2 2008.10.1

10

20

30

40

50

１６を備えているため、くさび部材１２を遊び領域１４１と相対向する位置、及び左右の
くさび領域１４２、１４３と相対向する位置に、より確実にかつ安定して位置決めするこ
とができる。
　また、切替手段１５は、リテーナ１３に連結された切替レバー１５２を備えているため
、この切替レバー１５２によりリテーナ１３を操作するだけで全てのくさび部材１２をフ
リー状態及び喰い込み状態に簡便に移行させることができる。
【００２８】
　次に、図８～図１１により本発明にかかるスパナの他の実施の形態について説明する。
　図８は本発明にかかるスパナの他の実施の形態を示す全体の斜視図、図９は本発明の他
の実施の形態におけるスパナの分解斜視図、図１０は本発明の他の実施の形態におけるス
パナの一部の拡大断面図、図１１（Ａ）～（Ｃ）は本発明の他の実施の形態におけるスパ
ナのくさび部材とくさび案内溝との関係を示す動作説明用の拡大断面図である。
【００２９】
　図８～図１０に示すスパナ２０は、例えば頭部に円筒穴２Ａａを有するボルトのような
締付部材２Ａの円筒穴２Ａａに係合して締付部材２Ａを他の部材に対して締付けまたは緩
めるのに使用されるもので、スパナ本体２１と、くさび部材２２と、リテーナ２３と、く
さび案内溝２４と、切替手段２５とを備える。
　上記スパナ本体２１は、ハンドル部２１１と、このハンドル部２１１の一端に設けた円
柱状の基部２１２と、この円柱状の基部２１２の一端面に同心に設けられた、基部２１２
の径より小さい径の円柱体２１３とから構成され、この円柱体２１３の基部２１２との段
部箇所には、上記リテーナ２３の一端を回転可能に支持する嵌合部２１４が形成されてい
る。
【００３０】
　上記くさび部材２２は、図８～図１１に示すように、スパナ本体２１により締付部材２
Ａを締めまたは緩め操作する時に円柱体２１３の外周面と締付部材２Ａの内周面との間に
喰い込ませて両者を結合するためのもので、コロ状を呈している。
【００３１】
　上記リテーナ２３は、上記くさび部材２２を円柱体２１３の外周面に沿って等間隔に保
持するためのもので、図９及び図１０に示すように、円柱体２１３の外周に対応する内径
を有するとともに締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内径に対応する外形を有する円筒状を呈
し、このリテーナ２３の肉厚寸法はコロ状くさび部材２２の直径より小さく形成されてい
る。また、リテーナ２３の両端には、リテーナ２３を円柱体２１３の外周回りに回転可能
に支持するための環状支持部２３ａ，２３ｂが形成されている。
　このようなリテーナ２３は、これを円柱体２１３の外周に嵌合した状態で、その一方の
環状支持部２３ａを上記基部２１２の嵌合部２１４に嵌合し、かつ、円柱体２１３の下端
に固定ネジ２７で固定したキャップ状の支持部材２８に他方の環状支持部２３ｂを嵌合す
ることにより、円柱体２１３の外周回りに回転可能に支持される。
【００３２】
　また、上記リテーナ２３には、図９～図１１に示すように、上記各くさび部材２２を収
容する、リテーナ２３の軸線と平行な長穴２３１がリテーナ２３の周方向に適宜の間隔、
例えば３０度の間隔で１２等分された箇所のうちの１１箇所に形成され、この各長穴２３
１にはくさび部材２２がその軸回りに回転できるように遊動可能に保持されている。そし
て、この各くさび部材２２は、上記図１に示す場合と逆にリテーナ２３の外周側から脱落
されない支持構造になっている。また、上記１２等分された箇所の残りの１箇所には切替
手段２５が連結される係合部２３３が形成されている。
【００３３】
　上記くさび案内溝２４は、上記くさび部材２２を締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面
との間でフリー状態に保持するとともにくさび部材２２を締付部材２の円筒穴２Ａａの内
周面との間に喰い込み状態に保持するためのもので、このくさび案内溝２４は、上記円柱
体２１３の外周面に円柱体２１３の周方向に沿いくさび部材２２の配列間隔に対応して形
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成されている。
　また、このくさび案内溝２４は、図１１に示すように、くさび部材２２を締付部材２Ａ
の円筒穴２Ａａの内周面との間でフリー状態に保持する遊び領域２４１と、この遊び領域
２４１を中心にして、遊び領域２４１の円柱体２１３の周方向の両側に延在して設けられ
、くさび部材１２を締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面との間に喰い込み状態に保持す
る左右のくさび領域２４２、２４３を有している。
【００３４】
　上記切替手段２５は、くさび部材２２がくさび案内溝２４の遊び領域２４１と左右のく
さび領域２４２、２４３のいずれかと相対向する位置に切り替えられるように上記リテー
ナ２３を操作するものである。
　この切替手段２５は、図９及び図１０に示すように、ハンドル部２１１の基部２１２と
の連設箇所にピン２５１により水平方向に揺動可能に設けられた切替レバー２５２を備え
、この切替レバー２５２の一端２５２ａは上記リテーナ２３に設けた係合部２３３に連結
されている。また、切替レバー２５２の他端部２５２ｂには、リテーナ２３をくさび部材
２２が遊び領域２４１と相対向する位置、及びくさび部材２２が左右のくさび領域２４２
、２４３と相対向する位置にそれぞれ位置決めする位置決め機構２６が設けられている。
【００３５】
　上記位置決め機構２６は、図９及び図１０に示すように、スパナ本体２１のハンドル部
２１１と対向する切替レバー２５２の他端部２５２ｂに設けためくら孔２６１内に移動可
能に装着された鋼球２６２と、めくら孔２６１内に挿着され鋼球２６２をハンドル部２１
１に対し圧接する方向に付勢するばね部材２６３と、リテーナ２３をくさび部材２２が遊
び領域２４１と相対向する位置及びくさび部材２２が左右のくさび領域２４２、２４３と
相対向する位置に位置決めできるようにハンドル部２１１の表面に所定の間隔をおいてそ
れぞれ設けられ、かつ鋼球２６２が係脱される３つの係合孔２６４ａ～２６４ｃとからな
るクリックストップ機構から構成されている。
【００３６】
　上記係合孔２６４ａ～２６４ｃのうち、係合孔２６４ａはくさび部材２２が遊び領域２
４１と相対向するようにリテーナ２３を中立位置Ｎに位置決めするものであり、係合孔２
６４ｂはくさび部材２２が左側のくさび領域２４２と相対向するようにリテーナ２３を締
付け位置Ｌに位置決めするものであり、また、係合孔２６４ｃはくさび部材２２が右側の
くさび領域２４３と相対向するようにリテーナ２３を緩め位置ＵＬに位置決めするもので
ある。
【００３７】
　次に、このように構成されたスパナ２０の動作について説明する。
　締付部材２Ａの締付けに際しては、まず、図１１（Ａ）に示すように、切替手段２５の
切替レバー２５２を中立位置Ｎに回動操作して、位置決め機構２６の鋼球２６２を係合孔
２６４ａに係合させる。この状態では、リテーナ２３に保持された各くさび部材２２はく
さび案内溝２４の遊び領域２４１と相対向されるため、フリー状態におかれる。
　次いで、かかる状態にあるスパナ本体２１の円柱体２１３をリテーナ２３ごと締付部材
２Ａの円筒穴２Ａａに係合した後、切替手段２５の切替レバー２５２を図１１（Ｂ）に示
す締付け位置Ｌに回動操作する。これに伴い、リテーナ２３に保持された各くさび部材２
２はくさび案内溝２４の左側のくさび領域２４２と相対向されるため、スパナ本体２１を
図２２（Ｂ）の矢印Ａ方向（時計回り方向）に回転させれば、各くさび部材２２が左側の
くさび領域２４２の壁面と締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面との間に喰い込む。これ
により、スパナ本体２１の円柱体２１３と締付部材２Ａとは一体化されるため、スパナ２
０を矢印Ａ方向に回転操作すれば、締付部材２Ａを締付けることができる。
【００３８】
　また、締付部材２Ａの締付けが完了した後にスパナ２０を締付部材２Ａから取り外す場
合は、スパナ本体２１を図１１（Ｂ）の矢印Ａと逆の方向に僅かに回転させることにより
、くさび部材２２のくさび領域２４２の壁面と締付部材２Ａの円筒穴２Ａａ内周面への喰
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い込みを解除すればよい。これにより、スパナ２０を締付部材２Ａから容易に取り外すこ
とができる。
　なお、上記くさび部材２２のくさび領域２４２の壁面と締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの
内周面への喰い込みを解除した後、切替手段２５の切替レバー２５２を中立位置Ｎに回動
操作すれば、スパナ２０の締付部材２Ａからの取り外しは更に簡便になる。
【００３９】
　また、締付部材２Ａを緩める場合は、上記締付部材２Ａの締め付け時と同様に、切替手
段２５の切替レバー２５２を中立位置Ｎに回動操作して、位置決め機構２６の鋼球２６２
を係合孔２６４ａに係合させ、リテーナ２３に保持された各くさび部材２２をくさび案内
溝２４の遊び領域２４１と相対向させて、フリー状態におく。
　次いで、かかる状態のスパナ本体２１の円柱体２１３をリテーナ２３ごと締付部材２Ａ
の円筒穴２Ａａに係合した後、切替手段２５の切替レバー２５２を図１１（Ｃ）に示す緩
め位置ＵＬに回動操作する。これに伴い、リテーナ２３に保持された各くさび部材２２は
くさび案内溝２４の右側のくさび領域２４３と相対向されるため、スパナ本体２１を図１
１（Ｃ）の矢印Ｂ方向（反時計回り方向）に回転させれば、各くさび部材２２が右側のく
さび領域２４３の壁面と締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面との間に喰い込み、スパナ
本体２１の円柱体２１３と締付部材２Ａとは一体化される。したがって、スパナ２０を矢
印Ｂ方向に回転操作すれば、締付部材２Ａを緩めることができる。
【００４０】
　また、締付部材２Ａの緩め操作が完了した後にスパナ２０を締付部材２Ａから取り外す
場合は、スパナ本体２１を図１１（Ｃ）の矢印Ｂと逆の方向に僅かに回転させることによ
り、くさび部材２２のくさび領域２４３の壁面と締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面へ
の喰い込みを解除すればよい。これにより、スパナ２０を締付部材２Ａから容易に取り外
すことができる。
　なお、上記くさび部材２２のくさび領域２４３の壁面と締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの
内周面への喰い込みを解除した後、切替手段２５の切替レバー２５２を中立位置Ｎに回動
操作すれば、スパナ２０の締付部材２Ａからの取り外しは更に簡便になる。
【００４１】
　このような本実施の形態によるスパナ２０によれば、スパナ本体２１の円柱体２１３の
周方向に配列された複数のくさび部材２２を保持するリテーナ２３を円柱体２１３の外周
にその周回りに回転可能に設け、円柱体２１３の外周の内周面に、くさび部材２２を締付
部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面との間でフリー状態に保持する遊び領域２４１とくさび
部材２２を締付部材２Ａの円筒穴２Ａａの内周面との間に喰い込み状態に保持する左右の
くさび領域２４２、２４３とを有するくさび案内溝２４をくさび部材２２の配列間隔に対
応して形成し、そして、スパナ本体２１にリテーナ２３を操作する切替レバー２５２を有
する切替手段２５を設け、この切替レバー２５２によりリテーナ２３を、くさび部材２２
がくさび案内溝２４の遊び領域２４１と左右のくさび領域２４２、２４３のいずれかと相
対向する位置に切り替え可能に構成したので、くさび部材２２を遊び領域２４１と相対向
する位置、及び左右のくさび領域２４２、２４３と相対向する位置に確実にかつ安定して
位置決めすることができるとともに、全てのくさび部材２２を同時にフリー状態及び喰い
込み状態に安定して保持できる。このため、円筒穴２Ａａを有する締付部材２Ａのスパナ
２０による締付け及び緩めを支障なく行うことができるとともに、締付部材２Ａの締付け
及び緩めの作業性が容易になり、作業能率も向上できる。
【００４２】
　また、この実施の形態によれば、切替レバー２５２はクリックストップ構成の位置決め
機構２６を備えているため、くさび部材２２を遊び領域２４１と相対向する位置、及び左
右のくさび領域２４２、２４３と相対向する位置に、より確実にかつ安定して位置決めす
ることができる。
　また、切替レバー２５２は、ハンドル部１１２の円柱状基部２１２に近接する箇所にピ
ン１５１により水平方向に揺動可能に設けられているため、ピン１５１を支点にして切替
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レバー２５２のリテーナ２３と反対の他端を回動操作するがけでテーナ２３を含む全ての
くさび部材２２をフリー状態及び喰い込み状態に簡便に移行させることができる。
【００４３】
　なお、本発明における切替手段１５、２５は、上記実施の形態に示す構造のものに限定
されない。例えば、リテーナ１３、２３に上記実施の形態と異なる切替レバーを直結し、
この切替レバーを操作することにより、くさび部材１２、２２を遊び領域１４１または、
２４１相対向する位置、及びくさび領域１４２、１４３または２４２、２４３と相対向す
る位置に切り替えるようにしてもよい。
　また、上記実施の形態に示す位置決め機構１６、２６を省略した切替手段であってもよ
い。
　また、上記実施の形態では、リング部１１１のくさび案内溝１４または円柱体２１３の
くさび案内溝２４は、遊び領域１４１または２４１と左右のくさび領域１４２、１４３ま
たは２４２、２４３により構成した場合について説明したが、本発明はこれに限らず、遊
び領域１４１または２４１と左右いずれか一方のくさび領域とにより構成した構造のもで
もよい。
【００４４】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明のスパナによれば、くさび部材の遊び領域とくさび領域への
切り替えを行うことができるとともに、くさび部材を遊び領域と相対向する位置、及びく
さび領域と相対向する位置に確実にかつ安定して位置決めすることができ、全てのくさび
部材を同時にフリー状態及び喰い込み状態に安定して保持できる。このため、スパナによ
る締付部材の締付け及び緩めを支障なく行うことができ、締付部材の締付け及び緩めの作
業性が容易になり、作業能率も向上できる。
【００４５】
　また、本発明によれば、切替レバーはクリックストップ構成の位置決め機構を備えてい
るため、くさび部材を遊び領域と相対向する位置、及びくさび領域と相対向する位置に、
より確実にかつ安定して位置決めすることができる。
　また、本発明によれば、ハンドル部の円柱状基部に近接する箇所にピンにより水平方向
に揺動可能に設けられ、くさび部材がくさび案内溝の遊び領域と左右のびくさび領域のい
ずれか１つと相対向する位置に切り替えられるようにリテーナを操作する切替レバーを備
え、この切替レバーはリテーナに連結されているため、ピンを支点にして切替レバーのリ
テーナと反対の他端を回動操作するがけでリテーナを含む全てのくさび部材をフリー状態
及び喰い込み状態に簡便に移行させることができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来におけるスパナの一部を切り欠いて示す平面図である。
【図２】　従来におけるスパナのくさび部材と溝との関係を示す動作説明用の拡大断面図
である。
【図３】　本発明にかかるスパナの一実施の形態を示す全体の平面図である。
【図４】　本発明の一実施の形態におけるスパナの分解斜視図である。
【図５】　図１の５－５線に沿う拡大断面図である。
【図６】　本発明の実施の形態におけるスパナのくさび部材とリテーナとの関係を示す拡
大断面図である。
【図７】　（Ａ）～（Ｃ）は本発明の実施の形態におけるスパナのくさび部材とくさび案
内溝との関係を示す動作説明用の拡大断面図である。
【図８】　本発明にかかるスパナの他の実施の形態を示す全体の斜視図である。
【図９】　本発明の他の実施の形態におけるスパナの分解斜視図である。
【図１０】　本発明の他の実施の形態におけるスパナの一部の拡大断面図である。
【図１１】　（Ａ）～（Ｃ）は本発明の他の実施の形態におけるスパナのくさび部材とく
さび案内溝との関係を示す動作説明用の拡大断面図である。
【符号の説明】
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　１０　　　スパナ
　１１　　　スパナ本体
　１１１　　リング部
　１１２　　ハンドル部
　１２　　　くさび部材
　１３　　　リテーナ
　１４　　　くさび案内溝
　１４１　　遊び領域
　１４２，１４３　　くさび領域
　１５　　　切替手段
　１５２　　切替レバー
　１６　　　位置決め機構
　１６２　　鋼球
　１６３　　ばね部材
　１６４ａ～１６４ｃ　　係合孔
　２０　　　スパナ
　２１　　　スパナ本体
　２１１　　ハンドル部
　２１２　　円柱状基部
　２１３　　円柱体
　２２　　　くさび部材
　２３　　　リテーナ
　２４　　　くさび案内溝
　２４１　　遊び領域
　２４２，２４３　　くさび領域
　２５　　　切替手段
　２５２　　切替レバー
　２６　　　位置決め機構
　２６２　　鋼球
　２６３　　ばね部材
　２６４ａ～２６４ｃ　　係合孔
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